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〈教育シリーズ〉

化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～

「化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～」 
連載のねらい

日本香粧品学会　編集委員長 平尾哲二

Preface for “Basic Lecture on Adverse and  
Favorable Effects of Cosmetics by Dermatologists”

Editor-in-Chief Tetsuji HIRAO

Abstract
The aim of this lecture series is to provide basic knowledge on skin troubles induced by cosmetics, as well as usefulness 

of cosmetics on skin disorders. Articles of this series, described by expertized dermatologists and planned for three years, 
will include various aspects of skin troubles of cosmetics and use of cosmetics by subjects with troubled skin. I hope that this 
lecture series will be helpful, not only for cosmetic scientists, but also for clinical dermatologists.

化粧品は私たちの皮膚や毛髪を健やかに保ち，魅力を高めるために，必要不可欠なものです。日本香粧品学会は，
香粧品の有用性と安全性などに関する研究や科学的議論を通じ，美しく健康に過ごす生活を実現することにより社会
に貢献しています。皮膚科医，薬学・基礎および業界の研究者が集って切磋琢磨していますが，産官学が集っている
強みを生かし，さらなる発展を目指しています。日本香粧品学会誌では，原著論文に加えて，学会シンポジウムや教
育セミナーでの講演に基づく総説記事などを掲載し広く情報提供しています。また，教育シリーズとしての連載を行
い，学会員や関連の読者に正しい知識の普及活動を行ってきました。
教育シリーズ第1弾「皮膚をみる人たちのための化粧品知識」では，合計17件の記事を42巻1号（2018）から45巻

2号（2021）にかけて連載しました。このシリーズは，主に皮膚科医，皮膚を診る・見るパラメディカルや，皮膚を対
象とする研究者に向けて，化粧品技術者のエキスパートが化粧品の種類ごとに解説し，正しい知識の普及を目指した
もので，単行本としても出版されました。
このたび，教育シリーズ第2弾として，「化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場
から～」の連載を開始します。本シリーズは，化粧品による皮膚障害や有用性に関する記事など，臨床現場で活躍さ
れているエキスパートの皮膚科医により解説いただき，本号から約3年間の連載を予定しています。化粧品やそれに
配合される原料を開発されている研究者・技術者の皆さんに，より安全性に優れた化粧品を開発するために必要な情
報を提供することを目指しています。また，皮膚疾患患者への化粧品の有用性や化粧品による皮膚障害の症例解説な
ど，皮膚科臨床医にとっても役立つ情報の提供を行います。日本香粧品学会の学会員のみならず，一般市民に向けて
も広く，化粧品についての正しい知識を提供し，理解を深めていただく一助としていただくことを願っています。
なお，本シリーズの企画は，本学会編集委員会に，鷲崎久美子先生をリーダーとするワーキンググループ *を設

けて検討し，編集委員会でも議論され，連載開始に至りました。執筆いただく先生方にも敬意を表して，連載開始の
メッセージとさせていただきます。ご期待ください。

  

*教育シリーズワーキンググループ   
鷲崎久美子（大森町皮ふ科，東邦大学皮膚科，リーダー），五十嵐良明（国立医薬品食品衛生研究所），伊藤明子（ながたクリニッ
ク），関東裕美（稲田堤ひふ科クリニック，前東邦大学皮膚科），佐藤隆（東京薬科大学），中田土起丈（昭和大学藤が丘病院），矢
上晶子（藤田医科大学ばんたね病院総合アレルギー科）　（敬称略）


